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研究成果の概要（和文）：本研究の成果としては、まず第一に、平成24年度に、日宋・日元仏教交流研究の足掛かりと
なる僧伝史料の網羅的な収集とその書誌的な考察がある。これについては平成24年度に『南宋・元代日中渡航僧伝記集
成　附江戸時代における僧伝集積過程の研究』を上梓することができた。第二には、平成26年度に、国際日本文化研究
センターで「中世禅籍テクストデータベース」の公開を行なった。第三には、日中仏教交流の現場となった日本・中国
の史跡の踏査を行ない、その地理的環境や考古遺物など、文献に限定されない「資料」の収集に努めた。第四には、日
中仏教交流との比較のために、中央アジア・東南アジアの仏教交流史跡の踏査を行なった。

研究成果の概要（英文）：The result of this research is classified into 4 topics as follows. 1)The 
comprehensive collection of the monk biographies and the bibliographic study on them as the key of the 
research on the Buddhism exchange between Japan and Song/Yuan China, which resulted in publication of 
Collected Biographies of Buddhist Priests Sailing Between Japan and China in the Southern Song and Yuan 
Eras with a Study of the Buddhist Priest Biography Collection Process in Edo Japan (Bensey Publishing 
Inc., 2013); 2)Opening of Medieval Zen Texts Database in the website of International Research Center for 
Japanese Studies in 2014; 3)Fieldwork in the historical remains in both Japan and China where Buddhism 
exchanges occurred aiming at obtaining the "materials" including non-literal one, such as its 
geographical features or archaeological relics; 4)Fieldwork in the historical remains in Central Asia and 
Southeast Asia concerning the Buddhism exchange to compare with one in Japan or China.
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、『僧侶と海商たちの東シナ
海』（講談社選書メチエ、2010 年）で、僧
侶の往来のあり方がその時代の日中交流に
規定されていること、言い換えれば僧侶の
往来状況を探ることで日中関係の特質が明
らかになることを提言していた。平成 17～
21 年度科学研究費補助金特定領域研究「11
～16 世紀の東アジア海域と寧波―博多関
係」（研究代表者：中島楽章）においてはこ
うした関心から、南宋・元代中国に渡航し
た僧侶の伝記を網羅的に収集し、その一覧
表の草稿を発表した。しかし僧伝は後世の
編纂物である以上、史料批判は必須である。
そのため研究代表者は一覧表制作の傍らで、
各僧伝の書誌的な検討が必須であることを
認識し、僧伝がどのような経緯で集積され
現在に伝えられたのかの研究を始めていた。
さらに言うまでもないことだが、僧侶の関
係史料は僧伝だけでなく、むしろこれより
も史料的価値の高い墨蹟・日記・語録・詩
文集なども存在する。これらの書誌的検討
も十分に行なわれておらず、またそこから
明らかになるはずの各僧侶の留学経路につ
いても、なお未解決の問題は多かった。 
 
２．研究の目的 
本研究では以上の関心に基づき、①僧伝も含
む仏教史料を日中関係史の史料として利用
できる環境を整えるために、関係資料の古版
本・写本調査を行ない、その成果を公開する
こと、およびそこから判明する日中交流の様
相を明らかにすることを目的とした。また②
日中仏教交流の様相を他地域の交流と比較
することにより、その特色を明らかにするこ
とも目的とした。具体的には中朝間と日中間
の仏教交流の比較検討を想定していた。 
 
３．研究の方法 
(1)仏教史料の調査については、大学・図書
館での調査の他、可能な場合は寺院所蔵資料
の調査も行なう計画だった。ただし寺院での
調査は諸事情で困難になったものも多く、実
現したのは京都府宇治萬福寺・佐賀県水上万
寿寺・愛知県名古屋真福寺での調査に留まり、
多くは公共図書館や大学の所蔵史料の調査、
または全国の博物館での展示品の調査を中
心とすることになった。また文献資料から判
明する日中仏教交流の関係史跡について、踏
査を日本・中国で積極的に行なった。この作
業は、交流の現場が港・寺院跡などとどのよ
うな関係にあったのかを確認するために重
要なものである。特に中国山東省においては、
現地の地名の歴史的変遷を徹底的に調べ、視
認範囲など現地での景観を確認することに
より、入唐僧円仁の移動経路について新たな
見通しを立てることができるようになった。
(2)日中仏教交流との比較のための他地域と
の交流の研究について、当初から中韓関係を
念頭に置いており、その基礎作業として史料

収集を行なった。本研究ではさらにこれに加
えて、「東アジア」に限定されないアジア規
模での仏教交流が注目されている学会の現
状を踏まえ、陸上交流のサンプルとして内陸
アジア（敦煌・トルファン・ジムサル）、海
上交流のサンプルとしてジャワ島の史跡や
博物館での調査を行なった。 
 
４．研究成果 
(1)史料調査や現地踏査の成果は、拙著『南
宋・元代日中渡航僧伝記集成 附江戸時代に
おける僧伝集積過程の研究』やその他の論考
に反映されている。他に佐賀県万寿寺所蔵史
料については、現在発表準備中の論考で扱わ
れる予定となっている。また本研究の成果公
開の一環として、国際日本文化研究センター
のウェブサイト上で、「中世禅籍テクストデ
ータベース」を公開した。現在は『空華老師
日用工夫略集』のデータが公開されているが、
他にも未翻刻禅籍のデータ公開を予定して
いる。現地踏査については、九州や畿内に残
る中世石造物に日中仏教交流の痕跡が見出
されることが近年の研究で明らかにされつ
つあるが、研究代表者も福岡県の山岳寺院跡
の調査などでこの点を強く認識するに至り、
平成 28 年度に研究分担者として申請し採択
された基盤研究（A）「石造物研究による中世
日本文化・技術形成過程の再検討－東アジア
交流史の視点から－」（研究代表者：市村高
男）でも、引き続き考察を続けていく予定で
ある。 
(2)日中交流と他地域の交流の比較について
は、中朝交流については現在も成果公開には
至っていないが、いずれ論文などの形で発表
する予定である。内陸アジア・東南アジアに
関しては、各地域の交流に関する専論という
形ではなく、東アジアとの比較対象として扱
い、そこからは東アジアにおける交流の特質
を明らかにする論考を用意している。 
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